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宮
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宮
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岸
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史
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な
ど
先
人
の
残
し
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文
化
を
紹
介
す
る
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設
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

世
界
最
大
級
の
大
き
さ
を
誇
る
両
生
類
で
、
大
き

な
頭
に
つ
ぶ
ら
な
瞳
と
ぱ
っ
く
り
あ
い
た
口
、
赤

ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
小
さ
な
手
が
特
徴
的
な
生
き
物

で
す
。
近
年
、
河
川
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
数
を
減
ら
し
、
現
在
で
は
国
の

特
別
天
然
記
念
物
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
木
曽
川
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
た
ち

に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
本
来
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
た
ち
は
、
木
曽
川
上
流
の
岐
阜
県
で
生
ま

れ
、
山
地
の
清
流
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

基
本
的
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
性
質
で
あ
る
せ
い
か
、

大
水
が
出
る
と
流
さ
れ
て
し
ま
い
、

は
て
は
木
曽
川
の
下
流
部
ま
で
迷

い
込
ん
で
き
た
例
が
現
在
で
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
に
も
、
こ
う
し
て
流
れ
着
い
て
き

た
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
一
宮
市
で
目
撃
さ
れ

て
お
り
、
幕
末
の
尾
張
藩
を
代
表
す
る
儒
学
者
、

細
野
要
斎
が
記
し
た
随
筆
『
感
興
漫
筆
』
に
よ
る

と
、
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）三
月
十
九
日
、
水
の

中
に
い
た
と
こ
ろ
を
捕
ま
え
ら
れ
た
全
長
が
三
尺

余
り
（
約
一
ｍ
）
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
、

光
明
寺
に
連
れ
て
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
平
地
に
暮
ら
す
人
た
ち
に

と
っ
て
珍
し
い
生
き
物
だ
っ
た
よ
う
で
、
要
斎
も

文
中
に
『
奇
異
魚
』
と
評
し
て
い
る
ほ
か
、
名
古

屋
城
下
や
遠
く
江
戸
城
内
で
も
、
見
つ
か
っ
た
オ

ほ
そ

の

よ
う
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
き
ょ
う

ま
ん
ぴ
つ

◆
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、

　
　
木
曽
川
を
流
れ
て
一
宮
ま
で

▲オオサンショウウオ
　（提供：世界淡水魚園水族館アクアトトぎふ）
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参
考
文
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『
木
曽
川
町
史
』　
木
曽
川
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八
一

『
魯
山
人
味
道
』　
北
大
路
魯
山
人（
著
）・
平
野
雅
章

（
編
）
　
一
九
九
五

「
随
筆
編（
２
）　
感
興
漫
筆（
上
）」『
名
古
屋
叢
書
』

　

第
十
九
巻
　
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
見
世
物
と
さ
れ
た
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
天
然
記
念
物
と
し
て
保

護
さ
れ
て
い
る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
す
が
、

そ
れ
以
前
は
山
間
部
等
で
「
食
用
」
に
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
、
美
食
家
と
し
て
知
ら
れ
る
北
大
路
魯

山
人
も
、
著
書
『
魯
山
人
味
道
』
の
中
で
、
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
体
を
裂
く
と
ま
わ
り
に
山
椒
の
芳

香
が
ひ
ろ
が
り
、
食
べ
る
と
す
っ
ぽ
ん
と
ふ
ぐ
の

合
の
子
の
よ
う
な
上
品
な
味
が
し
た
と
述
べ
て
い

ま
す
。
な
お
幸
運
に
も
、
光
明
寺
に
流
れ
着
い
た

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
食
べ
ら
れ
る
こ
と
も
な

く
、「
竜
神
様
の
類
」
と
し
て
丁
重
に
扱
わ
れ
、
光

明
寺
で
受
戒
ま
で
受
け
た
後
、
無
事
木
曽
川
の
支

流
に
放
さ
れ
、
自
由
の
身
と
な
り
ま
し
た
。

　
細
野
要
斎
は
名
所
旧
跡
を
訪
ね
て
東
海
地
方
を

歩
き
回
っ
て
お
り
、
各
地
の
「
珍
し
い
も
の
」
に

非
常
に
目
の
肥
え
た
人
物
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、

そ
の
彼
も
思
わ
ず
魅
了
す
る
ほ
ど
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
は
奇
異
な
る
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
木
曽
川
は
、
一
宮
市
北
方
町
付
近
で
流
れ
の
向

き
を
西
か
ら
大
き
く
南
に
湾
曲
し
ま
す
。
こ
の
付

近
に
形
成
さ
れ
た
入
り
江
状
の
場
所
は
、
現
在
天

然
記
念
物
の
魚
「
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
」
の
す
み
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。
タ
ナ
ゴ
の
仲
間
で
あ
る
イ
タ
セ

ン
パ
ラ
は
、「
板
」
の
よ
う
な
平
た
い
体
と
大
き
な

ヒ
レ
を
持
ち
、
秋
の
繁
殖
期
に
な
る
と
雄
の
体
は

鮮
や
か
な
紫
色
（
婚
姻
色
）
と
な
る
の
が
特
徴
的

で
す
。
昭
和
三
十
年
代
ご
ろ
ま
で
は
こ
の
地
域
で

よ
く
見
ら
れ
た
魚
で
し
た
。
し
か
し
、
木
曽
川
を

取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
た
こ
と
で
数
を
減
ら
し
、

昭
和
四
十
九
年（
一
九
七
四
）絶
滅
危
惧
種
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
夏
か
ら
冬

の
期
間
中
、
こ
の
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
を
飼
育
展
示
し

て
い
ま
す
。
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
が
泳
ぐ
姿
を
見
た
ご

年
配
の
来
館
者
の
方
か
ら
は
、「
私
達
が
小
さ
い
と

き
に
は
た
く
さ
ん
い
た
魚
だ
っ
た
の
に
ね
。」と
い

う
お
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　
氾
濫
も
多
く
、
時
に
人
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
て

き
た
木
曽
川
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
漁
業
や
物
流

を
担
い
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
存
在
で
し
た
。

ま
た
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
イ
タ
セ
ン
パ
ラ

の
よ
う
な
、
す
み
か
や
食
べ
物
に
細
か
い
こ
だ
わ

り
が
あ
る
個
性
的
な
生
き
物
た
ち
の
命
を
育
む
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
木
曽
川
が
生
ん
だ
豊
か

な
自
然
を
未
来
向
け
て
守
り
、
後
世
ま
で
伝
え
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

◆
古
き
木
曽
川
の
姿
と
と
も
に
、

 
　
水
流
の
き
ら
め
き
イ
タ
セ
ン
パ
ラ

◆
木
曽
川
、
未
来
に
残
し
た
い

 
 
豊
か
な
自
然

▲イタセンパラのオスとメス（展示場所：一宮市尾西歴史民俗資料館）
※オス…婚姻色を持つ中央やや左のもの　メス…産卵管（卵を産むための管）を持つ中央のもの
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日
舞
と
洋
舞
、
異
文
化
で
す
が
ど
ち
ら
も

古
典
同
志
、
昭
和
二
十
八
年
に
一
宮
舞
踊
協

会
が
設
立
し
、
六
十
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
変
動
も
有
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
五

月
、
六
代
目
会
長
と
し
て
越
智
バ
レ
エ
団
の

越
智
久
美
子
先
生
が
就
任
。
そ
し
て
糸
尾
バ

レ
エ
団
が
協
会
に
新
加
入
。
現
在
、
日
舞
三

団
体
、
洋
舞
三
団
体
の
構
成
で
す
。

　

一
宮
舞
踊
協
会
で
は
毎
年
芸
術
祭
参
加
事

業
と
し
て
「
合
同
舞
踊
公
演
」
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

前
回
の
六
十
回
の
時
は
、
日
舞
と
バ
レ
エ

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
て
み
ま
し
た
。

幸
い
好
評
を
頂
い
た
様
で
、
出
演
者
達
も
楽

し
ん
で
出
来
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

い
つ
か
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
も
し
て
み
る

べ
き
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
三
年
の

ブ
ラ
ン
ク
が
有
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
十
一

月
六
日
に
一
宮
市
民
会
館
で
「
第
六
十
一
回

合
同
舞
踊
公
演
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

久
し
振
り
の
公
演
で
し
た
が
、
ご
来
場
の

皆
様
か
ら
の
ご
声
援
に
出
演
者
一
同
、
次
回

も
よ
り
良
い
舞
台
を
と
の
合
言
葉
で
終
演
い

た
し
ま
し
た
。

　

三
年
に
一
度
の
「
日
本
舞
踊
発
表
会
」
が

昨
年
の
五
月
で
二
十
回
。
そ
の
間
は
「
ゆ
か

た
会
」
と
し
て
今
年
で
三
十
五
回
。
私
の
主

催
す
る
「
こ
ま
希
久
会
」
の
足
跡
で
す
。
生

涯
学
習
と
し
て
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
為

に
と
、
四
十
年
、
五
十
年
以
上
続
け
て
い
る

人
達
も
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
私
が
稽
古

を
始
め
た
幼
児
時
代
と
違
い
、
勉
強
や
部
活

も
共
に
大
変
な
時
代
で
す
が
、
忙
し
い
合
間

を
縫
っ
て
稽
古
を
続
け
て
い
る
子
供
達
に
は
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
経
験
を
生
か
し
て
世
界

に
は
ば
た
い
て
欲
し
い
と
夢
見
て
い
ま
す
。

　

ま
た
外
国
の
方
の
稽
古
も
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
の
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
事
は
大
変
心
強
い
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

も
お
ど
り
を
楽
し
む
人
達
が
増
え
る
様
、
願

っ
て
い
ま
す
。

　おどりを楽しむ
舞踊部門　一宮舞踊協会　花柳　こま希久

活 動 

 
舞
踊
協
会
の
事 

 
こ
ま
希
久
会
の
事 

こま希久会「童の詩」

合同舞踊公演　日舞とバレエのコラボレーション

合同舞踊公演　長唄「松竹梅」各会の会主達
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私
は
デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
、
彫
塑
の
三
部
門

の
内
、
工
芸
の
部
門
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
く
ち
に
工
芸
と
言
っ
て
も
多
種
多
様

な
素
材
を
用
い
た
作
品
が
制
作
さ
れ
て
い
ま

す
。
工
芸
展
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
布
、

土
、
木
、
竹
、
金
属
、
革
等
々
を
用
い
た
作

品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
染
料

を
用
い
て
布
を
染
め
る
「
染
色
」
を
し
て
お

り
ま
す
。
染
色
と
い
っ
て
も
こ
れ
も
ま
た
技

法
は
様
々
で
、
ろ
う
け
つ
、
友
禅
、
型
、
絞

り
等
が
あ
り
、
私
は
「
絞
り
染
め
」
で
作
品

を
制
作
し
て
展
覧
会
に
出
品
し
て
お
り
ま
す
。

同
じ
部
門
に
所
属
し
て
い
る
林
節
子
さ
ん
は

「
型
染
め
」
で
作
品
を
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
の
絞
り
染
め
の
歴
史
は
古
く
、
正

倉
院
や
法
隆
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
布
に
絞
り

染
め
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
の
染
色

技
法
に
は
「 
三  
纈 
」
と
い
っ
て
、「 
纐  
纈 
」
、

さ
ん 
け
ち 

こ
う 
け
ち

「 
夾  
纈 
」
、「　   

纈

き
ょ
う 
け
ち 

ろ
う   

」
と
い
う
技
法
が
あ
り
、

け
ち

今
の
絞
り
染
め
は
主
と
し
て
こ
の
「
纐
纈
」

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

こ
の
地
方
で
絞
り
染
め
の
有
名
な
産
地
と

し
て
は
、
名
古
屋
市
緑
区
に
あ
る
有
松
、
鳴

海
が
あ
り
ま
す
。
当
地
に
は
、
名
古
屋
城
築

城
の
時
に
九
州
か
ら
来
た
人
が
伝
え
、
尾
張

藩
の
保
護
の
下
に
発
展
し
、
東
海
道
の
宿
場

と
い
う
こ
と
も
あ
り
江
戸
時
代
以
降

の
最
大
の
産
地
に
な
り
ま
し
た
。
本

来
、
伝
統
工
芸
品
の
絞
り
は
出
来
上

が
る
ま
で
の
工
程
が
分
業
化
さ
れ
て

お
り
、
下
絵
、
絵
付
、
括
り
、
染
色
、

仕
上
げ
等
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
で
職
人

と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
余
談

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
の
間
を

取
り
持
つ
人
を
「
影
師
」
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
表
に
現

れ
ず
に
居
る
の
で
影
と
言
う
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

絞
り
の
技
法
で
す
が
、
か
つ
て

は
百
種
類
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
ア
レ
ン
ジ
等

を
含
め
て
五
十
程
の
技
法
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
が
展
覧
会
に
出
品
す
る
作
品

は
主
に
パ
ネ
ル
で
す
が
、
多
種
の

技
法
の
中
か
ら
一
、
二
種
類
程
度

の
技
法
を
用
い
て
構
図
と
色
を
重
視
し
て
制

作
を
し
て
い
ま
す
。
写
真
①
は
巻
き
上
げ
、

写
真
②
は
ツ
マ
ミ
縫
い
、
写
真
③
は
唐
松
絞

の
変
形
で
す
。

　

最
後
に
、
精
巧
に
作
ら
れ
鑑
賞
に
耐
え
る

高
級
な
工
芸
品
を
「 
上  
手  
物 
」
と
言
い
、
反

じ
ょ
う 

て 

も
の

対
に
安
価
で
粗
雑
な
作
り
の
素
朴
で
大
衆
的

な
物
を
皆
さ
ん
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
「 
下 げ

 
手  
物 
」
と
言
い
ま
す
。
面
白
い
で
す
ね
、
こ

て 

も
の

こ
か
ら
来
て
る
み
た
い
で
す
。

　絞り染めのこと
デザイン・工芸・彫塑部門　一宮美術作家協会／デザイン・工芸部・彫塑部　鵜飼　辰郎

写真①巻き上げ

写真②ツマミ縫い

写真③唐松（変形）
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月　

∫
日
〜　

日
∂
ま
で
、
一
宮

１１

１７

２０

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　

回
７４

一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
を
中
心
に
近
隣
市
町
村
や
、
県
外

か
ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
出
品

者
は
５
２
４
名
で
、
審
査
の
結
果
、
入

賞
と
な
っ
た
１
７
５
点
を
は
じ
め
、
５

２
４
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
約
５
、
５
０
０
人
の
方

が
会
場
を
訪
れ
、
作
者
の
熱
意
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
多
数
の
作
品
を

熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
金
曜
日
の
終
了
時
間
が
午
後
７

時
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
延
長
し
た
時

間
帯
に
は
洋
画
・
書
・
写
真
部
門
の
種

目
別
解
説
も
行
わ
れ
、
高
校
生
や
お
子

さ
ん
連
れ
の
ご
家
族
な
ど
、
普
段
で
は

見
受
け
ら
れ
な
い
方
が
ご
来
場
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
入
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
同
一
賞
内
で
の
掲

載
順
は
順
不
同
で
す
。（
敬
称
略
）

審
査
員　

　

鈴

木

喜

家　
　

大

島 
奈
知
子

市
長
賞

　

ã

木

俊

一

教
育
委
員
会
賞

　

中

島

淳

志　

美
術
展
賞

　

ã

柳　

襄　
　

長

崎

悌

子

　

星

野

真

由　
　

本

多 
加
代
子

奨
励
賞

　

青

山 
ト
ミ
エ　
　

瀧　

廣

美

　

森　

賢

二　
　

湯

浅 
真
奈
美

入
選　
　

点
３４

審
査
員　

　

斎

藤

吾

朗　
　

長
谷
川 　

仂

　

岩

田

哲

夫　
　

後

藤

泰

洋

　

三

輪

清

弘　
　

堀

尾

一

郎

　

大

島

信

人

市
長
賞

菅

木

龍

平　
　

竹

本

昭

子

真

野

純

子

教
育
委
員
会
賞

栗

山

凌

治　
　

鈴

木

孝

治

水

谷

律

子　
　

山

田

佳

南

美
術
展
賞

浅

野 
な
つ
子　
　

安

藤

孝

信

伊

熊

睦

子　
　

臼

井

哲

雄

江

口

和

夫　
　

柿

原 
テ
ル
子

鹿

島 
惠
美
子　
　

神

谷

久

子

木

村

隆

行　
　

木

村

忠

嗣

倉

地

彩

子　
　

丹

慶

哲

宏

中

山

昌

明　
　

成

瀬

弘

子

則

武

武

子　
　

羽

田

里

絵

速

水

基

司　
　

福

井

恒

男

藤

井　

忍　
　

藤

田

勝

秀

堀

田 
美
智
子　
　

み
や
か
わ
珠
美

森　

耕

太

奨
励
賞

青

井 
ト
シ
子　
　

浅

野

恒

子

飯

干

智

子　
　

伊

藤

俊

治

犬

飼

純

子　
　

岩

田

富

雄

江

森　

操　
　

柏

ì

末

次

河

村

正

子　
　

近

藤 
富
志
雄

田

中 
勢
智
代　
　

寺

澤 
裕
見
子

長

ì

栄

子　
　

那

須　

響

日

野

絹

枝　
　

平

野　

肇

古

田

好

子　
　

松

本

尚

子

武

藤　

勇　
　

森　

健

次

森　

末

子　
　

森

田　

孝

山

田 
美
保
子　
　

横

井

千

恵

入
選　
　

点
１５８

審
査
員　

　

森　

克

彦　
　

川

原

孝

文

日　

本　

画

洋　
　
　

画

会 場 風 景

日 本 画 部 門 解 説

彫
刻
・
立
体

市
長
賞
受
賞
作
品
は
一
宮
市
博
物
館
で
行
わ

れ
る
「
２
０
１
６
一
宮
市
現
代
作
家
美
術
秀

選
展
」（　

月
３
日
º
〜　

日
∂
）
で
も
展
示

１２

１８

さ
れ
ま
し
た
。
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市
長
賞

　

森　

孝

行

教
育
委
員
会
賞

　

堀

部 
美
奈
子

美
術
展
賞

坂

田　

隆

奨
励
賞

渡

辺

朝

喜

入
選　
　

点
１０

審
査
員　

　

加

藤

陽

児　
　

林　

節

子

市
長
賞

入

江

順

子

教
育
委
員
会
賞

尾

関

祐

二

美
術
展
賞

大

島

忠

敏　
　

多
治
見 
正

勝

宮

田

由

美　
　

村

上

浩

子

奨
励
賞

　

大

山　

華　
　

加

藤 
文
太
郎

　

竹

村

清

ヰ　
　

中

西

正

美

　

西

井

美

門　
　
 

方　

輝

入
選　
　

点
４０

審
査
員　

　

服

部

純

栄　
　

岡

ì

美

穂

市
長
賞

　

梅

田

春

佳

教
育
委
員
会
賞

　

水

野

博

之

美
術
展
賞

　

青

山

裕

史　
　

奥

平

美

樹

奨
励
賞

　

梅

村

歩

夢　
　

佐

橋

広

美

　

安

江

朋

世

入
選　
　

点
２２

審
査
員　

　

伊

藤

昌

石　
　

後

藤

汀

鶯

　

武

山

翠

屋　
　

木

戸

竹

葉

　

林　

大

樹　
　

岩

田

澗

流

　

村

田

光

柊　
　

伊

藤

玄

圃

市
長
賞

　

岩

田

佳

川　
　

片

桐

瑤

雪

　

中

山

芳

泉

教
育
委
員
会
賞

　

岸

田

松

峰　
　

西

垣

美

茜

　

山

内

山

抱　
　

山

口

崑

華

美
術
展
賞

　

青

井

翠

風　
　

安

藤

静

歩

　

飯

田

泰

郷　
　

石

井

玉

華

　

井

上

嘉

蓮　
　

内

出

紅

華

　

尾

関

明

美　
　

加

藤

瑞

顕

　

川

辺

舟

楫　
　

神

田

鴻

都

　

北

村

虹

景　
　

倉

橋

澄

雨

　

五

藤

三 

　
　

佐

合

華

婉

　

戸

谷

嘉

恵　
　

戸

本

有

荷

　

内

藤

春

翠　
　

濱

田

梨

沙

　

松

永

翠

峻　
　

森　

皇

穹

　

山

内 

翠　
　

山

田

紅

照

　

山

田

清

翠　
　

渡

辺

湖

風

奨
励
賞

安

達

寿

扇　
　

岩

田

展

穂

梅

村

真

琵　
　

大

竹

瑞

光

大

塚

雅

泉　
　

大

橋

渓

煙

春
日
井 
澄

ã　
　

川

本

青

柊

小

島

華

扇　
　

小

林　

進

酒

井

照

苑　
　

高

桑

愛

降

辻　

映

翠　
　

内

藤

爽

月

永

田

張

羽　
　

橋

本

佳

静

鳩

山

煌

華　
　

平

松

豊

泉

前

野

樹

風　
　

牧

野

瑞

葉

松

永

溪

月　
　

丸

井

千

尋

宮

田

苔

華　
　

山

路

静

竹

山

本

瑶

華　
　

脇

田

玉

波

入
選　
　

点
１６４

審
査
員　

　

近

藤

誠

宏　
　

塚

本

伸

爾

　

夫

馬　

勲　
　

林　

三

平

市
長
賞　
　
　
　

　

牧

野 
千
恵
子

教
育
委
員
会
賞

　

桜

井

悦

子　
　

鈴

木

正

治

美
術
展
賞

青

山

浩

子　
　

今

井　

要

今

井

彰

二　
　

内

田

昌

臣

大

矢

勝

利　
　

大

矢 
真
理
子

岡

田

忠

夫　
　

尾

関

君

代

佐

野 
ル
ミ
子　
　

千

田

陞

末

高

原

寛

徳　
　

渡

部

与

明

奨
励
賞

安

藤

正

一　
　

安

藤

治

仁

安

藤

雅

彦　
　

市

川

勝

朗

小

原

勇

二　
　

笠

野

俊

彦

加

藤

紀

子　
　

隅

川

基

巳

辻　

徳

冶　
　

所　
　

由
紀
子

中

村

和

夫　
　

橋

本

秀

子

林　
　

都
美
子　
　

不

破

良

夫

堀

場

勝

行　
　

水

野

雅

央

入
選　
　

点
９６

写　
　
　

真

書

写 真 部 門 解 説

デ
ザ
イ
ン

工　
　
　

芸
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企
画
展
「
く
ら
し
の
道
具

〜
お
と
な
服
・
こ
ど
も
服
〜
」

日
時
e
１
月　

日
º
〜
３
月　

日
¥

１４

２０

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
昔
な
つ
か
し
い
生
活
道
具
の
展

示
を
通
し
て
、
今
と
昔
の
く
ら

し
の
違
い
を
見
つ
け
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

講
座
「
尾
張
平
野
を
語
る　
２１

〜
ウ
ー
ル
が
支
え
た
洋
装
文
化
〜
」

日
時
e
①
２
月
５
日
∂
②
２
月　

日
∂

１２

③
２
月　

日
∂
④
２
月　

日
∂

１９

２６

午
後
２
時
〜
３
時

内
容
e
一
宮
市
域
は
濃
尾
平
野
の
木
曽

川
中
流
域
左
岸
に
位
置
し
、
尾

張
の
歴
史
と
文
化
の
一
端
を
担

っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
講
師
を
招
き
、
尾
張
平

野
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
す
る

講
演
会
シ
リ
ー
ズ
の　

回
目
と

２１

な
る
今
回
は
、
洋
装
の
歴
史
と

文
化
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

定
員
e
各
回
先
着　

名（
当
日
午
後
１

１００

時
よ
り
整
理
券
を
配
付
）

※
要
常
設
観
覧
料

民
俗
芸
能
公
演

日
時
e
①
３
月
５
日
∂
②
３
月　

日
∂

１２

午
後
２
時
〜
２
時　

分
３０

③
３
月　

日
∂

１９

午
後
２
時
〜
３
時

内
容
e
①
ば
し
ょ
う
踊
②
宮
後
住
吉
踊

③
島
文
楽

定
員
e
各
回
先
着　

名（
当
日
午
後
１

６０

時
よ
り
整
理
券
を
配
付
）

※
要
常
設
観
覧
料

常
設
展
「
三
岸
節
子　

身
近
な
世
界
を

見
つ
め
て
」

日
時
e　

月
１
日
∫
〜
４
月
２
日
∂　

１２午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
美
術
に
学
び

な
が
ら
、
豊
か
な
色
使
い
と
創

造
力
で
展
開
さ
れ
た
静
物
画
や

室
内
画
を
中
心
に
、
生
涯
の
作

品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

企
画
展
「
び
じ
ゅ
つ
動
物
園
」

日
時
e
２
月
４
日
º
〜
３
月
５
日
∂

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
虎
や
猿
、
鹿
、
狐
、
兎
、
犬
、

鳥
な
ど
、
生
き
生
き
と
し
た
表

現
で
動
物
達
が
表
さ
れ
た
作
品

や
動
物
を
意
匠
化
し
て
表
し
た

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

５
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
５
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
５
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

※　

月　

日
∑
〜　

日
¥
は
臨
時
休
館

１２

１９

２３

し
ま
す
。

歴
史
講
座
「
歴
史
と
民
俗　
２０

歴
史
の
虚
と
実
」

日
時
e
２
月
５
日
∂
・　

日
∂

１９

３
月
５
日
∂

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内
容
e
小
説
や
ド
ラ
マ
で
は
な
く
、
資

料
を
読
み
込
ん
で
歴
史
の
実
像

に
迫
り
ま
す
。

定
員
e　

名
４０

参
加
料
e
無
料

「松 聲」 木戸 竹葉

※
一
宮
市
博
物
館
・
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

・
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

○
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

○
月
曜
休
館（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
開

館
）、
休
日
の
翌
日
休
館
、　

月　

日
π
〜

１２

２８

１
月
４
日
π
休
館

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
予
定
》
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歴
史
講
座
「
街
道
文
化
を
探
る
」

日
時
e
２
月　

日
∂　

２６

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
宿
場
町
の
史
跡
が
豊
富
な
地
域

を
訪
ね
、
市
内
で
は
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
宿
場
の
文
化
や
歴
史
資

料
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。　

定
員
e　

名
３０

参
加
料
e
昼
食
代
別
・
入
館
料
１
、
０

０
０
円
程
度

※
要
申
込
み
。
詳
し
く
は
広
報
１
月
号

を
参
照

子
ど
も
講
座
「
冨
田
一
里
塚
を
守
ろ

う
！
」

日
時
e
３
月　

日
º　

２５

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

（
雨
天
時
は
翌
日
の　

日
∂
）

２６

内
容
e
美
濃
路
の
一
里
塚
「
冨
田
一
里

塚
」
に
今
も
残
る
エ
ノ
キ
の
古

木
に
つ
い
て
学
び
、
木
の
治
療

を
体
験
し
ま
す
。　

会
場
e
冨
田
一
里
塚（
冨
田
字
古
川
・
立

石
）

定
員
e　

名
１０

対
象
e
市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
〜
中

学
生

参
加
料
e
無
料

※
要
申
込
み
。
詳
し
く
は
広
報
３
月
号

を
参
照

ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
e
２
月　

日
∂

２６

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

内
容
e
青
少
年
グ
ル
ー
プ
活
動
の
発
表

会
で
、
一
般
の
方
も
自
由
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
子
ど
も
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
の
で
、

ご
家
族
連
れ
で
も
ど
う
ぞ
。

会
場
e
木
曽
川
庁
舎
２
・
３
階

参
加
料
e
無
料（
一
部
イ
ベ
ン
ト
有
料
）

経
営
合
理
化
促
進
講
座　

新
春
ト
ッ
プ

講
演
会
「
異
次
元
の
金
融
緩
和
の
持
続

と
明
日
に
向
け
て
の
財
政
資
源
配
分
」

日
時
e
１
月　

日
º

２８

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

（
開
場
は　

分
前
）

３０

講
師
e
田
中
直
毅
氏（
経
済
評
論
家
）

会
場
e
市
役
所
本
庁
舎　

階
１４

入
場
料
e
無
料（
要
整
理
券
）

※
整
理
券
は
１
月
４
日
π
よ
り
本
庁
舎

経
済
振
興
課
、
尾
西
・
木
曽
川
庁
舎

総
務
管
理
課
、
各
出
張
所
、 

―
ビ

ル
１
階
観
光
案
内
所
で
配
布

一
宮
市
消
費
生
活
フ
ェ
ア

日
時
e
２
月　

日
º
・　

日
∂

１８

１９

午
前　

時
〜
午
後
４
時（　

日

１０

１９

は
午
後
３
時
ま
で
）

内
容
e
消
費
生
活
･
食
生
活
な
ど
、
日

常
生
活
に
密
着
し
た
問
題
を
研

究
し
、
パ
ネ
ル
な
ど
で
発
表
し

ま
す
。

会
場
e
尾
張
一
宮
駅
前
ビ
ル

入
場
料
e
無
料

ジ
ャ
パ
ン
･
ヤ
ー
ン
･
フ
ェ
ア

＆
総
合
展
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
尾
州
」

日
時
e
２
月　

日
π
〜　

日
ª

２２

２４

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

内
容
e
国
内
唯
一
の
糸
の
展
示
会
や
尾

州
産
地
の
素
材
、
ま
た
そ
れ
ら

を
活
か
し
た
衣
装
等
を
展
示
し
、

繊
維
産
業
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
の
今
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

会
場
e
総
合
体
育
館

入
場
料
e
無
料（
糸
の
展
示
会
は
商
談

者
の
み
入
場
可
） 

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂

１２

１８

２２

２
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）３
４
７
９

７７

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂

１２

１８

２２

２
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

（（（
公公
財財
））
一
宮
地
場
産
業

一
宮
地
場
産
業

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

青
少
年
育
成
課

青
少
年
育
成
課

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』
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川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼　

月　

日
º
・
１
月　

日
º

１２

２４

２８

２
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２５

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く
「
唐
詩
三
百

首
」
を
解
読
し
ま
す
。（
初
心
者

歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏（
東
洋
文
化
振
興
会

会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月
８
日
∂
・
２
月　

日
∂

１２

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月　

日
∏
・
２
月
７
日
∏

１７

３
月
７
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は

じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の

添
削
の
検
討
を
会
員
間
で
行
い

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月　

日
º

１４

１１

３
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１１

（
２
月
は
午
前
９
時　

分
〜
）

３０

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ど
な
た
で
も（
大
会
に
先
立
ち

１
月　

日
∫
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に

１２

て
雑
詠
一
首
提
出
）

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　
（
公
社
）中
部
日
本
書
道

会
一
宮
支
部
】

　

A（　

）１
８
４
１

６２

日
時
▼
２
月
５
日
∂

午
後
４
時
〜
５
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
伊
藤
昌
石
先
生

（（
公
社
）中
部
日
本
書
道
会
理

事
長
日
展
会
友　

読
売
書
法
会

企
画
委
員
・
理
事　

大
和
会
理

事
長
興
文
会
会
長　

松
風
会
会

長
）

演
題
▼
「
三
体
千
字
文
か
ら
得
た
勉
強

方
法　

〜
楷
・
行
・
草
か
ら
定

義
を
発
見
〜
」

入
場
料
▼
無
料（
一
般
聴
講
歓
迎
）

10

『
濤
聲
會
定
例
会
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
新
年
短
歌
会
』

『
平
成　

年
度
支
部
講
演
会
』

２８

『加入団体の催し』欄に情報を　 
　掲載しませんか？ 

このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を募集します。�
掲載を希望される団体は、発行月３・６・９・12月の前々月15日までに、�
下記の必要事項を任意の様式にて記入の上、事務局まで提出してください。�

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時　⑤会場 
⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法　⑨その他必要事項 
〒491－8501 一宮市芸術文化協会事務局（住所不要） 
または　FAX 0586－73－9213

必要事項 

提 出 先 

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』
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月　

日
∂
、
岡
崎
中
央
総
合
公
園

１１

１３

総
合
体
育
館
を
会
場
に
、
愛
知
県
民
茶

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
と
岡
崎
文

化
協
会
の
ご
尽
力
に
よ
り
、　

の
文
化

１２

協
会
と
１
つ
の
地
域
の
皆
様
が
設
席
を

さ
れ
、
当
日
は
１
１
、
０
０
０
人
を
超

え
る
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
∏
〜　

日
∂
、
愛
知
芸
術

１１

１５

２０

文
化
セ
ン
タ
ー
地
下
２
階
と　

階
ア
ー

１２

ト
ス
ペ
ー
ス
、
８
階
愛
知
県
美
術
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に
第　

回
愛
知
県
文

４１

連
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、
県
下
よ
り
３

４
１
作
品
が
入
賞
、
入
選
に
輝
き
ま
し

た
。

　

ど
の
作
品
も
大
変
見
応
え
が
あ
り
、

期
間
中
に
は
約
１
、
５
０
０
人
の
方
が

来
場
さ
れ
、
ど
な
た
も
芸
術
の
秋
を
堪

能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
∂
、
大
口
町
民
会
館
ホ
ー

１１

２７

ル
を
会
場
に
、
愛
知
県
文
連
西
尾
張
部

芸
能
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

の
文
化
協
会
の
各
団
体
が
日
頃
の

１０
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
会
場

か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は
「
神
道
一
刀
流
剣
詩

舞
会
」（
吟
剣
詩
舞
部
門
）
の
皆
様
が
出

演
さ
れ
、「
春
望
・
川
中
島
・
あ
ゝ
壇
ノ

浦
」
の
演
目
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
演
舞
は
見
て
い
る
者
を
魅
了
す
る
大

変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

愛
知
県
文
連
美
術
展

愛
知
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会

愛
知
県
民
茶
会

　
９
月
１
日
∫
、
一
宮
市
民
会
館

に
お
い
て
市
制
９５
周
年
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
当
協
会
の
故
鎌
田
猛

理
事（
吟
剣
詩
舞
部
門
）と
久
野
以

早
夫
理
事（
声
楽
・
合
唱
部
門
）が
文

化
功
労
者
と
し
て
、
そ
の
永
年
に

わ
た
る
功
績
を
讃
え
ら
れ
、
一
宮

市
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

催
し（
報
告
）

一宮市芸術文化協会 
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十
月
十
五
日
º
、
一
宮
市
尾
西
市

民
会
館
に
て
文
化
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
講
演
要
旨
】

　

二
年
前
に
伊
勢
神
宮
で
二
十
年
に

一
度
の
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
ま
し
た

ね
。
遷
宮
の
夜
に
行
わ
れ
る
儀
式
に

向
か
っ
て
、
七
、
八
年
前
か
ら
職
人

に
よ
る
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
日
本

人
は
こ
の
よ
う
に
未
来
に
存
在
す
る

目
標
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
勤
勉
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
の
五
輪
が
東
京
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
前
の
晩
、

私
は
日
本
人
が
五
輪
開
催
に
つ
い
て

ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時

は
消
極
的
な
発
言
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
開
催
が
決
ま
っ
た
後
は
ほ
と

ん
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
見
に
変
わ
っ

て
い
ま
し
た
。「
原
発
や
デ
フ
レ
、

全
て
の
解
決
目
標
期
限
が
出
来
た
」

と
い
う
書
き
込
み
か
ら
、
明
確
な
目

標
が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
社
会
や
自

分
に
関
し
て
の
七
年
間
が
立
体
的
に

見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。「
目
に
見
え
る
期
限
が
な

い
と
、
物
事
を
真
剣
に
進
め
よ
う
と

し
な
い
の
が
世
の
中
。
そ
う
い
う
意

味
で
五
輪
開
催
は
日
本
に
と
っ
て
間

違
い
な
く
プ
ラ
ス
だ
と
は
思
う
」
。

こ
の
方
も
前
の
晩
ま
で
は
マ
イ
ナ
ス

だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

「
プ
ラ
ス
だ
と
は
思
う
」
と
い
う
と

こ
ろ
に
心
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
昔
か
ら
こ
う

い
う
発
想
で
物
事
を
捉
え
る
日
本
人

の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
の
文
献
を
一
つ
紹
介
し

ま
す
。
文
明
開
化
の
時
代
に
活
躍
し

た
文
学
者
の
中
江
兆
民
が
、
医
者
か

ら
腫
瘍
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
兆
民

は
余
命
一
年
半
と
言
い
渡
さ
れ
た
後
、

「
一
年
有
半
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

本
を
書
き
ま
し
た
。
目
の
前
に
あ
る

ま
だ
使
い
切
っ
て
い
な
い
命
の
時
間
、

そ
れ
を
前
提
と
し
て
生
き
る
と
い
う

こ
と
を
決
め
、
そ
し
て
生
き
て
い
く

た
め
に
自
分
を
支
え
る
一
つ
の
杖
と

し
て
付
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
「
い
ち
の
み
や
文
芸
」
に
も

「
杖
言
葉
」
と
い
う
作
品
が
出
て
き

ま
す
。
言
葉
を
ま
さ
に
杖
と
し
て
こ

れ
か
ら
余
命
を
生
き
る
と
い
う
古
め

か
し
く
格
調
高
い
文
章
で
す
が
、
非

常
に
味
わ
い
深
い
作
品
だ
と
思
い
ま

す
。
さ
て
、
兆
民
は
余
命
が
六
か
月

く
ら
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
一

年
有
半
と
言
わ
れ
た
の
で
「
や
っ

た
」
と
な
り
ま
し
た
。
す
ご
い
で
す

よ
ね
。
五
輪
が
決
ま
っ
て
「
万
歳
」

は
わ
か
る
け
ど
「
あ
と
一
年
半
」
と

言
わ
れ
て
喜
ぶ
人
は
果
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
私
は
世
界
中
の
本
を

読
み
ま
す
が
、
自
分
の
余
命
を
そ
の

ま
ま
題
名
に
す
る
と
い
う
の
は
他
に

記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
人
、
同
じ
病
気
を
患
っ
た

正
岡
子
規
を
紹
介
し
ま
す
。
子
規
は

兆
民
が
亡
く
な
っ
た
後
に
「
一
年
有

半
」
を
読
み
、
残
さ
れ
た
時
間
で
素

晴
ら
し
い
随
筆
を
書
き
上
げ
、
自
分

が
働
い
て
い
る
新
聞
社
の
新
聞
に
作

品
を
載
せ
ま
し
た
。
途
中
、
新
聞
社

に
作
品
を
送
る
た
め
の
封
筒
百
日
分

に
宛
名
を
印
刷
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん

だ
と
こ
ろ
、
驚
く
こ
と
に
三
百
枚
印

刷
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は

励
ま
す
つ
も
り
で
縁
起
の
良
い
奇
数

倍
刷
ろ
う
と
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
子
規
は
毎
日
一
枚
ず
つ
書
き
、

つ
い
に
百
枚
の
封
筒
が
無
く
な
り
ま

し
た
。
百
日
と
い
う
長
い
月
日
を
経

過
し
た
嬉
し
さ
は
他
の
人
に
は
分
か

ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
ま
だ
二
百

枚
の
封
筒
が
目
の
前
に
あ
る
。
こ
の

封
筒
が
全
部
無
く
な
っ
た
ら
病
院
の

梅
の
花
は
咲
い
て
い
る
の
か
。
い
な

い
の
か
。
未
来
に
対
す
る
希
望
や
夢
、

人
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
自
分
は
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い
け
る
の
か
。
子

規
は
そ
こ
を
作
品
で
埋
め
て
い
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
は
未
来
に
向
か
う
人
々
の
姿

や
心
構
え
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。


